
第1-2講 学習者の視点で経験を省察する
―12年間の見習い期間で得たもの－

社会系（地理歴史）
教科指導法



授業分析論

なぜその授業は
良い授業と
いえるのか

他者は
①なんのために
②何を

③どのように
教えているか

授業開発論

良い授業は
どうすると
構成できるか

私は
①なんのために
②何を

③どのように
教えたらいいか

授業評価論

どうすると
もっと良い授業に
改善できるか

私たちは
①なんのために
②何を

③どのように
教えるべきか

社会科の教科論・目標論



演習課題１

自分を相対化してみよう

（1） 私達はなぜ社会科教師になりたいのか…

（2） あなたの将来の夢。10年後の私を思い浮
かべよう。どこで，何をしているか…

（3） あなたが教師として尋ねられたら…

・ 先生，なんで地理や歴史を勉強するんですか

・ 正直でうざいです，私は地理や歴史は要りませんから！



地理授業・歴史授業の教材・・・



地理授業・歴史授業の思い出



地理授業・歴史授業の思い出



演習課題２

「ナチズムの台頭」「華丸大吉の漫才」
から分かる学校授業「あるある」とは

（1） 授業を視聴し，社会科教師の努力と工夫
を書き出そう。なぜこんなに頑張るのか

（2） 漫才を視聴し，理数科授業に対する皮肉
を書き出そう。あなたは本当に笑えるか

（3） 学校の授業は，なぜ変わらないのか…







１ 学校と社会・世界との関わり

社会科は社会で使えるか…



（2）子どもと学習を
関連づける

（1）社会と学習
を関連づける

（4）教室と社会を
関連づける

教室空間

学習課題

（3）学習と学習
を関連づける

現実的な場面設定：
オーセンティック

深い思考内容：クリティカル

協働的な学習過程：
コラボレーション

能動的な社会参画：
エンゲージメント



２ ある高校の数学の試験問題



３ オーストリアの歴史・政治科





民主政治とメディアとの関わり（10年生）
- 民主主義にとって情報は大事
- しかし情報によって操作されることもある
- フェイクニュースが問題になっている，ネット情報は見極める必要がある
- いろいろな検索サイトで同じ言葉を検索してみよう。何が上位に出てくるか
- アルゴリズムとは何か，インターネット情報の操作・編集は避けられない
- グーグルで検索してみよう。みんな同じサイトや写真が出てくるか



選挙ポスターを批評しよう （9年生）
- あらかじめ地域の気になった選挙ポスターやチラシをスマホで撮ってこよう
- 同じようなポスターやチラシを持ってきた子どもとグループをつくる
- なぜそれが気になったのか
- そのチラシやポスターについて

・ 何を伝えているか ・ どの政党の主張か
・ あなたは賛成か反対か ・ どのような感情を与えようとしているか



自分たちで政府をつくろう （7年生）
- 独裁制度とは何か
- 自分たちで政府をつくろう
- 私たちが毎日○○を食べるべきだという法律は誰が定めるのか
- 立法，行政，司法の関係
- 選挙のし方，王や教会との関係，王や教会は何をするべきか
- 法は，だれが決めるのか



（1）情報発信の仕掛けを理解する
－ホンモノを分析する

（2）選挙ポスターの政策を批評する
－ホントウに分析し参画する

（3）政治システムをデザインする
－仮想で参画し，つくりあげる

オーセンティック
クリティカル

オーセンティック
エンゲージメント

コラボレーション
エンゲージメント



４ 要素・事実教授型の特質

１．教科学習の目的が曖昧…本質主義
教科・分野・教育内容を所与として語る
→ 「なぜ」を問わない，Aim talkなし，受験体制で擁護

２．教室内部の知識に終始…乖離主義
学習の有用性や必然性を実感できない
→ 教師のエンターテイナー化で対応，楽しく愉快に！

３．教授＝伝達，学習＝吸収…暗記主義
思考(力)よりも記憶(力)を活性化させる技術に依存
→ 表向きは子どもが参加しているかに見えるが…

社会科の社会的意味，公教育としての存在意義とは

外発的な動機
づけを煽る！



教授・学習の方法論…知識の効率的な伝達と吸収
（1） 具体的解説【目に・耳に】

リアルな実態提示…実物･画像，エピソード

（2） 共感的理解【心に】
驚きと関心の喚起…感動・ジョーク，身体的活動

（3） 知識の定着【手に・頭に】
エッセンスの記憶…丁寧なノートづくり

五感を研ぎ澄まさせた後に

知識を頭に注ぎ込む
（バケツ理論…K.ポパー）

知識は，自己とは異質な
世界の，自分の頭のソト
に客観的に実在するので



レリバンス(relevance)

直接的には，関係性のこと。教育学的には，①個人：私的に充
実した人生や職業生活を送るための必要と，②市民：公共善に
向けて判断・行動するたえの必要に，学校の教育はどのように
関与できるかの概念。端的には，現実社会で生きて働く学習の
有意味性のこと。公教育では，①②の両方が問われる。

観察による徒弟制(apprenticeship of observation)

教師志望の学生は，白紙の状態で大学の教員養成教育を受
けるのではない。12 年間に及ぶ被教育体験の過程で，学生は
職人＝恩師のもとで長期間の見習い＝授業観察に従事してき
ており，大学での学びはその延長上にあるという見方。結果的
に理想の授業像や指導法は，専門課程に入る前に確立される
傾向にある (Lortie,1975)

本日の概念１



専門教育

市民教育



徒弟制


